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1 新型コロナウイルス感染拡大防止に向けて

2 起業体験活動

2学期が始まりました！
〜元気な竜東っ子の育成をめざして〜
竜北東小学校では、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための臨時休校期間を経て、2学期が始まりました。

感染防止の取り組みを続けながら、学校教育目標である「ふるさと　夢　学び　～ふるさとを愛し、夢をもって学
び続ける子どもの育成～」を目指し、コミュニティ･スクールや保護者・地域の皆様からの支援のもと、様々な取り組
みを進めています。

6月1日（月）から学校が本格的に再開されました。
新型コロナウイルス感染防止対策として、検温を

含めた健康観察、マスク着用、石鹸による手洗い、給
食配膳での消毒、放課後の教室などの消毒を行って
います。いわゆる「3密」を避けるため、広い教室への
引っ越しや授業形態の工夫も行っています。

●1・2年　野菜の苗植え　　　 
6月12日（金）の2時間目に、野菜の苗植えをしました。地域学校協働本部からゲストティーチャーとして、宮村先

生、古閑先生に来ていただき、枝豆、ピーマン、オクラ、キュウリなどの野菜の苗植えを教えていただきました。
子どもたちが毎日お世話をし、大きく育ち、7月に収穫しました。

●3年　氷川町の特産品調べ　　　 
総合的な学習の時間に、氷川町の特産品や

農作物は、どの辺りで何が作られているのか
調べました。

校外での活動が難しいので、地図を見なが
ら考えました。自
分の家の近くで
は何が作られて
いるかを知り、氷
川町についての
イメージが湧い
たようです。

●4年　エコバッグ作り・
           紙すき体験

総合的な学習の時間で、環境を
テーマに学習を進めています。

リサイクルなどについて学習を
深めていますが、体験活動として、
給食の牛乳パックを使った紙すき
をしました。また、新聞紙でエコバッ
グも作りました。

初めてのことだったので、みんな
難しそうでしたが、最後の仕上げの
時になると、みんな思い思いに飾り
をつけ、とても楽しそうでした。

▲音楽室が 6 年教室に大変身！

▲みんなで苗植えをしました ▲大豆から大きな芽が！

竜北東小学校
すくーるらいふ

3 第2回学校運営協議会

すくーるらいふ
●5年　田植え体験

7月2日(木)、竜北西部小と合同で田植えをし
ました。　　

田植えについての説明をしていただき、いざ
田んぼへ。　　

はじめは、田んぼのぬるっとする感触に悲鳴
を上げている子どももいましたが、5分もすれ
ば慣れた様子でした。子どもたちは楽しそうに
田植えに挑み、一生懸命植えていました。

学校でもバケツに苗を植え、成長の様子を
観察しています。毎年、陳野さんをはじめ、氷川
ツーリズムの皆様にはお世話になっています。

●6年　古墳巡り
7月28日（火）、6年生が「地域魅力発見」の活

動として古墳巡りに行きました。「密」を避ける
ため、バスに分乗して移動しました。ウォ−キン
グセンターにて、講師から、この地域の古墳時
代のことや展示してある出土品について話を
聞き、実際に現物を見るときの目がきらきらし
ていて、本物に触れることの大切さが感じられ
ました。

最後に行った端の城古墳では、古墳に上って
「埴輪の破片探し」をしました。いくつかそれら
しきものも見つかり、子どもたちは質感や色、
肌触りなどを確認していました。

7月30日（木）に竜北東小にて、第2回学校運営協議会が
開催されました。

第1回の会議は代表者による開催だったため、全員が出
席された初めての会となりました。委員の皆様の様々な提
案により、令和2年度の予定を立てられました。

最後に学校職員との顔合わせをして、今年の活動への協
力体制を確認しました。

今年度はコロナウイルス対策のため、例年のような取り
組みは難しいところがありますが、委員の皆様と学校職員
が力を合わせ地域とともにある学校づくりに取り組んでい
きます。地域の皆様、ご協力のほど、よろしくお願いします。

今年度の学校運営協議会の主な取り組み

〇生活科や総合的な学習等
における起業体験活動支援

〇家庭学習支援

学習支援プロジェクト
〇家庭教育講演会
〇家庭教育学級
〇語ろう会

家庭教育支援プロジェクト
〇地域の見守り
〇登下校の見守り支援
〇持久走見守り支援
〇家庭学習支援

健康･安全プロジェクト
〇グリーンカーテンづくり
〇梨マラソン応援うちわの有

効活用

地域応援プロジェクト


